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象(S)と装医(M)の両者を含む閉じた系 S+Mの中で扱 うものであるから,ここでは く外部観測者"の存
在はもはや理論構成の不可避的前提ではなくなっていることに注目しなければならない｡伝統均な構成(す


































‥Thewavefunction istaken asthebasicphysicalentity with 三三 _a吐

















p5 任意の状態 砂>において物理量 Aを塾生すると,(}k)のどれか一つの値が I<lklや>I2なる(相対)
確率をもって得られる｡Aの顛待値<A>EVが<A>即-<項A座>で与えられるといっても同じで
ある｡
P6理想的な測定 (第 1種の測定 )では,Aを測定したとき値 スkを得た場合,くりかえしてす ぐAを測
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たことになる｡この ∝確率 "と量子力学の t確率解釈"とは(1b)にま りU′を定義した段階では全く無関
係であることに注意しておく｡
P'2 P2に加えて,観測 (測定)過程もまた状態の力学的変化によって合法則的に記述されるものとする｡
す なわち,測定直前の時刻を to,測定完了後の時刻を to+Atとするとき




は何か｡《観測とは｣投に系とそのある物理量を測 るに適 した観測装置 とを接触 ･結合したのちに後者に
現われた効果によっpて琴のその量の値について言明できるようにすることである｡"(高株 文献 6)lによ











































における状態 廟 ｡>を知-たことにならないであろう｡上式で対象のラグランジアンC2fSを落 したのも
同じ趣旨からである｡
















































































は(異なる 柑 こ対する)MのHIR･がⅤ- - でdisjointになるため-0となる｡(文献7)なら
びに素研 74(1987)Nn3の福田氏の解説 )
10)ちなみにNe′umannもこの点に関連して次のように言っている:
くいずれにしてもProcessI(一P2)を適用できるのはS(対象)+M(装置 )に対 してだけであ
る｡もちろんその結果がSについては,ProcessI(一P5)を直接適用 したのと同じ結果を与える
ことを示さなければならない｡これが成功してはじめて,物理学的世界を量子力学的な基礎にたって
考察する統一的な方法がえられたことになるO"(文献 1)邦訳 p282.)
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